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名
前 フキ 

科
名 

多年草 
キク科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
やわらかくて手の
ひら位の大きさ 

 やわらかい 
 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
フキのにおい 
 

  

説
明 

フキノトウは早春の花で、葉
の柄と共に食用になる。 

名
前 カラスアゲハ 

科
名 

        チョウ目 
アゲハチョウ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
緑色が光る 
  羽の力が強い 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
   

説
明 

しめった場所で水を飲んで
いる・食樹はミカンノ、カラ
スザンショウ 

 
 

 

名
前 ハリギリ 

科
名 

落葉高木 
ウコギ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
手のひらのような
大きな葉 

 枝や幹にさわると痛い 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

枝には鋭いトゲがある。家
具材として利用される。 

名
前 アオスジアゲハ 

科
名 

 チョウ目 
   アゲハチョウ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
青色がきれい 
 

 羽はさらさら 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 

   

説
明 

少し高いところをすばやく
飛ぶ。食樹※はクスノキ、タ
ブノキ。クスノキ※チョウが
幼虫の時にエサとする葉 

名
前 アオスジアゲハ 

科
名 

 チョウ目 
   アゲハチョウ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 

青色がきれい  羽はさらさら 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 

   

説
明 

少し高いところをすばやく
飛ぶ。食樹※はクスノキ、
タブノキ。クスノキ※チョウ
が幼虫の時にエサとする葉 

 

 

名
前 

（タンポポの） 
ロゼット 

科
名 

多年草 
キク科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
葉のふちがぎざ
ぎざ 

  

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

地熱を利用、風をさけて日光を
多くうける。ロゼットの名の由来は
バラの花。 

名
前 

アカボシゴマダ

ラ 

科
名 

      チョウ目 
  アゲハチョウ科      

「みる」 「きく」 「さわる」 
赤色が目立つ 
 

 羽は粉っぽい 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

最近茅ヶ崎でも急に多くな
った。食樹はエノキ。 
 

 

名
前 マユミ 

科
名 

落葉小高木 
ニシキギ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
赤い実 
 

  

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

果実は赤く熟す。しなる枝で昔
は弓をつくった。 

名
前 モンキアゲハ 

科
名 

       チョウ目 
アゲハチョウ科       

「みる」 「きく」 「さわる」 
うす黄色のモ
ン 
 

  

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

最大級のチョウ。分布を北
に広げている。食樹はミカ
ン、カラスザンショウ。  

 

名
前 ハキダメギク 

科
名 

一年草 
キク科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
小さな白い花と
黄色い花がある 

  

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

黄色い花は管状花（かんじょう
か）、その周りの白い花は舌状花
（ぜつじょうか）という。 
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名
前 ツルボ 

科
名 

多年草 
ユリ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
小さな花の中に
黒いたねがある 

  

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

春にはピンクの花が咲く。 

名
前 クロアゲハ 

科
名 

   チョウ目 
アゲハチョウ科      

「みる」 「きく」 「さわる」 
赤い部分がある 
 

 足の力は弱い 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

赤い花が好きで、まち中でもみら
れる。 
 

 

 

名
前 

セイタカアワダ

チソウ 

科
名 

多年草 
キク科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
せっけんの泡の
よう 

 葉はざらざら 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
   

説
明 

繁殖力が強い外来種。高さ１～２
ｍで空き地に群生する。 

名
前 ナガサキアゲハ 

科
名 

       チョウ目 
アゲハチョウ科      

「みる」 「きく」 「さわる」 
黒く大きい 
 

 羽の力が強い 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

西日本のちょうであったが、分布
が北に広がっている。食樹はミカ
ン  

 

名
前 

イヌタデ 
（アカマンマ） 

科
名 

一年草 
タデ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
たくさんの赤い小さな花
の中に黒い果実がある 

 ぶつぶつ 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
におわない 

 

  

説
明 

昔はままごと遊びに使われた。 

名
前 

ヒメウラナミジャノ
メ 

科
名 

      チョウ目 
タテハチョウ科       

「みる」 「きく」 「さわる」 
ひらひらとぶ 
 

 
 

足の力は弱い 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

前足は退化していて短いため、４
本足にみえる。 

 

 

名
前 ヤブタバコ 

科
名 

越年草 
キク科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
小さな花が沢山
あつまっている。 

  

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
くさい 
 

  

説
明 

下の方の葉は大きく、たばこの葉
ににている。 

名
前 ベニシジミ 

科
名 

      チョウ目 
シジミチョウ科      

「みる」 「きく」 「さわる」 
オレンジ色が目
立つ 

 全体がやわら 
かい 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

地面すれすれに飛び、すぐに花
や葉にとまる。 

 
 

名
前 シオデ 

科
名 

多年草 
ユリ科 

    多年草 
オシダ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 「さわる」 
むらさきの実 
 

 ぷよぷよ ぷよぷよ 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

   

説
明 

ツル性。葉の一部が巻きヒゲにな
って、他の植物にからむ。 
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名
前 ガマの穂 

科
名 

多年草 
ガマ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
タンポポの綿毛のよう。真
ん中はウインナーみたい 

 ふわふわ 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

ふわふわは果実の集まり。湿地
性。穂をほぐすと、綿毛がついた
果実が飛んでとおくへはこばれる。 

名
前 ヤマトシジミ 

科
名 

       チョウ目 
シジミチョウ科       

「みる」 「きく」 「さわる」 
うす黄色で小さい 
 

 よわよわしい 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

 
  

説
明 

あかるい草地を好む。 
 
 

 

 

名
前 ハルノノゲシ 

科
名 

一～二年草 
キク科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
タンポポににてい
る。黄色い花 

 葉は少し痛い 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
   

説
明 

ふつう春に咲くが、この時はひな

たでところどころに咲いていた。 

名
前 スジクロシロチョウ 

科
名 

     チョウ目 
シロチョウ科     

「みる」 「きく」 「さわる」 
羽に黒いスジ  羽の力はあまり強く

ない 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
メスの羽はバニ
ラのにおい 

  

説
明 

林など、ひなたとかげの入りまじ
った場所に多い。 

 

 

名
前 ヤブコウジ 

科
名 

常緑小低木 
ヤブコウジ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
赤い実 
 

  

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

10ｃｍくらいの低い木。赤い果実

は葉にかくれるようにさがる。 

名
前 

ツチイナゴの 
幼虫 

科
名 

    バッタ目 
イナゴ科     

「みる」 「きく」 「さわる」 
 
 

 ピクッ、ピクッ 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

成虫で冬をこし、秋によく見られ
る。幼虫は緑色。 

 

 

名
前 トキリマメ 

科
名 

多年草 
タンキリマメ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
サヤが赤く、実は
黒い 

 
 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

ツル性で他の植物にからむ。薬

草。吐き気を止める。（吐切り豆） 

名
前 

ヤマトフキバッ
タ 

科
名 

       バッタ目 
バッタ科      

「みる」 「きく」 「さわる」 
羽がみじかい 
 

 強くつかむと口
から汁をだす。 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

羽がみじかく、飛んで移動するこ
とができない。 

  

名
前 

ジャノヒゲ 
（リュウノヒゲ） 

科
名 

多年草 
ユリ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
2～3 個の青くて
丸い種 

  

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
   

説
明 

青くて丸いのは果実ではなく種。 
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名
前 ヤブラン 

科
名 

多年草 
ユリ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
たくさんの黒く丸
い種 

 つるつる 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
   

説
明 

つやがあり黒くて丸いのは種。林
の中に生える。 

名
前 ショウリョウバッタ 

科
名 

      バッタ目 
バッタ科      

「みる」 「きく」 「さわる」 
大きい カチカチ 足がちくちく、体

がつるつる 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
におわない 
 

  

説
明 

メスの方が大きく、ほそ長い。 
メスはバッタの中で一番大きい。 

 

 

名
前 ヒサカキ 

科
名 

常緑小高木 
ツバキ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
球状の小さな実
がたくさん 

 つるつる 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
強いにおい   

説
明 

つやがあり黒くて丸いのは種。林
の中に生える。 

名
前 オンブバッタ 

科
名 

       バッタ目 
オンブバッタ科      

「みる」 「きく」 「さわる」 
とんがり頭 
 

 あまりかたくない 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

めすが小さいおすをオンブしてい
るところをみかける。 

 

 

名
前 ヤブニッケイ 

科
名 

常緑高木 
クスノキ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
葉がぴかぴか 
黒い実がなる 

 葉の表面は 
なめらか 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
ラムネのようなさ
わやかなにおい 

  

説
明 

3 本の葉脈が目立つ。ニッケイと
同じ仲間。 

名
前 ヒグラシ 

科
名 

      カメムシ目 
セミ科      

「みる」 「きく」 「さわる」 
小さめの透明な
羽 

カナカナカナ 羽が力強い、固い 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

うす暗く、しめった林に多く、早朝
と夕方に鳴く。 

 

 

名
前 クサギ 

科
名 

落葉小高木 
クマツヅラ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
ガクはヒトデの形、ピン
ク色。果実はあい色 

 
ざらざら 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
葉をこすると臭い。ピー
ナッツのようなにおい 

  

説
明 

果実は夏は青かった。果実は草
木ぞめに使われる。 

名
前 ツクツクボウシ 

科
名 

      カメムシ目 
セミ科      

「みる」 「きく」 「さわる」 
小さい 
 

オーツクツク､ツク
イーヨー 

力は弱い 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

鳴き声が独特。夏の終わりまで
鳴く。 

 
 

 

名
前 カラスウリ 

科
名 

多年草 
ウリ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
たまごくらいの大
きさの赤い実 

 実がざらざら 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

ツル性。中の実が打ち出の小槌
に似ていて財布に入れるとお金
がたまるといわれている。 
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名
前 

センダングサ 
（の仲間） 

科
名 

一年草 
キク科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
果実はとげとげ  くすぐったい、とりに

くい、洋服にくっつく 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
草のにおい 
 

  

説
明 

果実はひっつき虫とも言われ
る。洋服や動物にくっつき、
種を運ばせる。 

名
前 ミンミンゼミ 

科
名 

      カメムシ目 
セミ科      

「みる」 「きく」 「さわる」 
緑色のもよう 
 

ミンミン がんじょう 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

8月に多く、午前中によくなく。 

 

 

名
前 オオハナワラビ 

科
名 

多年草、シダ植物 
ハナヤスリ科  

「みる」 「きく」 「さわる」 
横に広がる葉と上
にのびた胞子の葉 

  

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
   

説
明 

夏になくて、秋になると地上に出
てくるシダ。胞子のついた葉は花
のように見える。 

名
前 カブトムシ 

科
名 

甲虫（コウチュウ）目 
コガネムシ科      

「みる」 「きく」 「さわる」 
つのが目立つ 
 

 羽はかたい 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

日本の昆虫の王様。 
夜灯に飛んでくる。 

 

ゴマフカミキリ 

名
前 エゴノキ 

科
名 

落葉高木 
エゴノキ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
白い小さな花がさい
ていた（返り咲き） 

  

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
   

説
明 

温暖化の影響か、春に咲く花が
もう咲いていた。返り咲きという。
夏に見たムシコブのカラがぶら下
がっていた。 

名
前 ゴマフカミキリ 

科
名 

    コウチュウ目 
カミキリムシ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
木のみきと同じよ
うな色 

 デコボコしたかた
い体 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

広葉樹のかれ木などを食べる 

 

 

名
前 アオキ 

科
名 

常緑低木 
ミズキ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
中くらいの実は、みどりか
ら赤になる。豆みたい 

 実はつるつる 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
   

説
明 

葉と果実はつやがあり、林に多
い。赤い実は鳥がよく食べる。 

名
前 コオロギ 

科
名 

      バッタ目 
コオロギ科      

「みる」 「きく」 「さわる」 
黒く大きい 
 

リーリーリーリーリ
ー 

固い 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

草地や畑にいて、夜になると羽を
こすり、鳴く。 

 
 

名
前 コブシ 

科
名 

落葉高木 
モクレン科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
冬芽はふわふわした毛が
生えている。毛虫みたい 

 手ざわりがよい 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
   

説
明 

春には葉が出る前に白い花が咲
き、よく目立つ。果実がにぎりこぶ
しのよう。 
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名
前 サクラ 

科
名 

落葉高木 
バラ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
幹に横すじがあ
る 

 ざらざら 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
   

説
明 

ヤマザクラは茅ケ崎里山公園の
シンボルツリー。 

名
前 

セスジスズメの
幼虫 

科
名 

       チョウ目 
スズメガ科      

「みる」 「きく」 「さわる」 
おしりにアンテナ
がある 

 ふにゃふにゃ 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

目玉もようが多くあり、これで敵
をおどろかす。 

 

 

名
前 アカシデ 

科
名 

落葉高木 
カバノキ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
先がするどくとがっ
た赤茶色の冬芽 

  

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
   

説
明 

柳谷には多いイヌシデと同じ仲
間であるが、ここでは少ない。
果実の穂が秋にぶら下がる。 

名
前 カワニナ 

科
名 

盤足（バンソク）目 
      カワニナ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
ゆっくり歩く 
 

 かたいから 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

ホタルの幼虫のえさ。 

 

 

名
前 ネズミモチ 

科
名 

常緑小高木 
モクセイ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
たわら形の果実
で青黒色 

  

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

果実がネズミのふんの形をしてい
るのでこの名がついた。 

名
前 エゴノネコアシ 

科
名 

          

「みる」 「きく」 「さわる」 
花のよう 
 

  

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

中に、小さいエゴノネコアアシア
ブラムシが沢山住んでいる。 

 

 

名
前 シラカシ 

科
名 

常緑高木 
ブナ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
昨年のドングリが地
面で芽を出していた 

  

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
   

説
明 

ドングリはたまご形でよこしまもよ
うの帽子。葉は狭いだ円形でふ
ちはギザギザ。柳谷に多い。 

名
前 マメコガネ 

科
名 

甲虫（コウチュウ）目 
コガネムシ科       

「みる」 「きく」 「さわる」 
小さく光沢がある 
 

 力強い 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

アメリカにもちこまれ、農作物に
被害をもたらしている。 

  

名
前 コナラ 

科
名 

落葉高木 
ブナ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
大きな太い木 
 

 ざらざら、ゴツゴツ 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
   

説
明 

雑木林の代表的な木。まきや炭
にする。たまご形のドングリはウロ
コもようの帽子。 
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名
前 シロダモ 

科
名 

落葉中高木 
クスノキ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
葉の裏が白い。冬
芽は着物を着たよう 

  

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

長だ円形の葉は３本の葉脈が目
立つ。 

 
 

 

 

名
前 クヌギ 

科
名 

落葉高木 
ブナ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
冬芽はタケノコみ
たい 

 幹はゴツゴツ。ミゾが
深い。葉はざらざら  

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
   

説
明 

ドングリは丸く、ぎざぎざぼう
し。じゅ液にカブトムシが集ま
る。 

  

名
前 イロハモミジ 

科
名 

落葉高木 
カエデ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
手のひら状の葉。
赤く紅葉している 

  

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

葉が落ちるのは、木に栄養を残
すため。 

  

名
前 イヌシデ 

科
名 

落葉高木 
カバノキ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
幹がたてじま模
様 

 木はだはなめらか
～ごつごつ 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
   

説
明 

果実がつらなる穂の形を、神社
にかざる四手（しで）に見立てた
名。 

  

名
前 エノキ 

科
名 

落葉高木 
ニレ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
大きくて幹が太い。赤く
小さい実、一枚の葉で
左右の形がちがう 

 ぼこぼこ、ざら
ざらした木肌。
実はざらざら 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 少し甘い  

説
明 

まっすぐに上にのびた幹の上部はよく枝
分かれする。オオムラサキが来る木。 
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名
前 

ハリエンジュ 
（ニセアカシア） 

科
名 

落葉高木 
マメ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
固そう  押すと、発砲スチロー

ルのようにやわらかい 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
   

説
明 

外来種。砂地や栄養の少な
い土地でもよく育つ。茅ヶ崎
市の「市の木」。 

 
 

名
前 アラカシ 

科
名 

常緑高木 
ブナ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
葉は緑でてかっている。
黄緑色の冬芽が一箇所
から沢山出ていた 

 
 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
   

説
明 

木の実はまるまるしましま帽子のドング
リ。葉のふちは上半分がギザギザ。 

 
 

 

名
前 ケヤキ 

科
名 

落葉高木 
ニレ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
実は小さい。幹は
ぶつぶつ模様 

 幹がぶつぶつ 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
   

説
明 

果実と小さい葉がついた小枝ごと
落ちる。葉がプロペラとなり、果実
を遠くへとばして種を落とす。 

  

名
前 ハンノキ 

科
名 

落葉高木 
カバノキ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
雄花の芽は垂れ下がって
いる。雌花の芽は小さ
い。果実はかっ色 

 ざらざら 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
   

説
明 

雄花の芽と、雌花の芽の二つの冬芽と
今年熟した果実が同時に見られる。 

  

名
前 スギ 

科
名 

常緑高木 
スギ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
果実の外側がト
ゲトゲ 

 ちくちく 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

葉は針のように細い（針葉じゅ）。
幹は良い建築材。 



里山生きもの図鑑 2008年冬 

  

名
前 ウラギンシジミ 

科
名 

チョウ目 
シジミチョウ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
羽の裏が銀色、
小さい、うすい 

 羽は粉っぽい 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

葉につめを立ててしっかりつかま
り、親（成虫）で越冬する。 
食草は、フジ、クズ。 

 
 

 

名
前 キタテハ 

科
名 

チョウ目 
タテハチョウ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
黄色、オレンジ色
がきれい 

  

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

親（成虫）で越冬する。 
食草：カナムグラ。 

名
前 アオスジアゲハ 

科
名 

 チョウ目 
   アゲハチョウ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 

青色がきれい  羽はさらさら 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 

   

説
明 

少し高いところをすばやく飛ぶ。食
樹※はクスノキ、タブノキ。クスノキ
※チョウが幼虫の時にエサとする葉  

 

名
前 キノカワガ 

科
名 

チョウ目 
ヤガ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
木に擬態（ぎた
い）していた 

  

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

親（成虫）で越冬する。 

 
 

名
前 ツチイナゴ 

科
名 

バッタ目 
イナゴ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
茶色い 
 

  

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

親（成虫）で越冬する。夏見た幼
虫はみどり色だった。 

 

 
 

名
前 

クリオオアブラ
ムシ 

科
名 

カメムシ目 
アブラムシ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
黒い、小さい 
 

  

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 
 

  

説
明 

晩秋にメスが集まって卵をまとめ
て産む。 
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名
前 アキアカネ 

科
名 

トンボ目 
トンボ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
胸と頭は褐色。

腹部は赤い 

  

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 

 

  

説
明 

夏は高山で虫を食べて成長す

る。秋は平地に帰り産卵する。 

 

 

名
前 

オオカマキリの
卵のう 

科
名 

カマキリ目 
カマキリ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
ハート型、うす茶色。

笹の葉についていた 

  

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
   

説
明 

木の高い場所に卵を産みつけ

る。さわるとやわらかい。 

 

 

名
前 ハクセキレイ 

科
名 

スズメ目 
セキレイ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
おなかが白い チチッ、チチッ ふわふわ 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 

 

  

説
明 

主に昆虫を食べる。気が強く、他

の種を追いかける。 

 

 

 

名
前 ヒヨドリ 

科
名 

スズメ目 
ヒヨドリ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
灰色で頬は茶色い ピーヨ、ピーヨ 暖かい 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
 

 

  

説
明 

主色は暗青灰色で尾が長く、全

体として細長い鳥。 

 

 
モンキチョウ 

名
前 トビ 

科
名 

タカ目 
タカ科 

「みる」 「きく」 「さわる」 
大きな羽を広げ優

雅に飛んでいた 

ピー ヒ ョ ロ ロ ロ

ロ・・・ 

フカフカ 

「かぐ」 「味わう」 生態ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ 
   

説
明 

死んだものを食べるので、ピラミッ

ドからはずれる。 

 


